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L は じめ に

Hasegawa　 et 　aJ ．（2009，2010，2011） は エ ル ニ
ー

ニ ョ 発生

機構 と し て 見落 と され て い た ニ ューギニ ア 沿岸湧 昇 に 着

目 して観 測 データ解 析 等 を行 い 、1980 年 代 以 降 に発 生 し

た 6 例 の エ ル ニ
ー

ニ ョ 現 象 に 先 行 し て 、岸 に 平行 な 北 酉

風 に よ っ て 沿岸湧昇が発 生 し、沿岸湧 昇 に よ る 海 面水温

低 下 に よっ て 西 部 赤道 太 平洋 の 海 面水 温 東 西勾 配 が ［E と

な り、こ の 水 温 変化に応 答 して 、暖水 プー
ル 東進 を導 く

西風 強化 が 見 ら れ る こ と を指摘 し た。本研 究の 園的は 領

域気 候 モ デル に よる感 度 実験 を行 い 、沿 岸 湧昇か ら暖水

プー
ル 東進 に 至 る 西 部太 平洋の 大 気海洋変動に 必 要 と 考

え られ る ニ ュ
ーギ ニ ア の 高 山 山脈 の 効果 を含 む 相 互 作用

を調 べ る こ とで ある。本研 究は 科研 費 ・基盤研 究 C 「エ

ル ニ
ー

； ヨ 発 生機構 の 解 明 ： 沿岸湧 昇 と高山 山脈 に着 目

した 高解像度気候モ デ ル 研究」 の 一
環で あ る。
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2，モ デル

　領域 大気 モ デ ル と して IPRC領城 大 気 モ デル を用 い た

（Wang　et 　 al ．2004）。雲 ・降水ス キ
ーム は 、雲微物理 で

陽 に 再現 され る もの とTiedtke（1989）−Nordeng（1995）の サ ブ

グ リッ ドス ケ
ー

ル 積雲対流パ ラ メ タ リゼー
シ ョ ン が併用

され て い る。モ デル 領 域 は100 °E−170 °W，25°S−25QNで あ る。
鉛直分解能28層 （σ 座 標〉、水 平分解能 は 1／4

°
を用 い た 。

側 面 境界 条 件 と し て、JRA25に ナ ッ ジ ン グ を行 っ た。本 要

旨で は、Hasegawa 　 et 　 al ．（2009 ）で 調 べ られ た 2001 年 の

12月 を対象 に、下 部境界条件 の 海 面 水 温 （SST）と して NOAA
Dai ！y　OISST を与 えた 実験の 結果 に つ い て 述べ る。
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図 1； CTL の ニ ュ
ー

ギ ニ ア周 辺 で の 2001 年 12 月 22 目 の 1000hPa 風

速 （ベ ク トル ）、陸面 地形 （陰影）、SST（
°C，ハ ッ チ は 28．5°C 以 下 ）
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3，結果

3．1 コ ン トロ ール 実験

図 1は コ ン トロ
ール ラ ン （

“
CTL

”
）の 1000hPa で の 風 速場 で

あ る。こ の 時期に 観測 されて い る ニ ューギ ニ ア 北で の 冷

た い SSTに対 応す る よ うにHasegawa 　et 　a ／．（2009 ）で 報告

されて い るニ ュ
ーギ ニ ア 北 で の 北 西 風 が 再 現 され て い る。

3．2 沿岸 湧昇の水 温 シ グナル を強化 す る実験

ニ ュ
ーギニ ア 沖で の 湧昇 に と もな う冷 た い SSTが風 の 場 に

与 え る影 響 を調べ るた め に、沿岸 の 冷た い SSTを更 に 冷や

して 大気 が ど う応 答 す るか 確 か め る実験 をお こ な っ た

（
“
COLD

”
図2）。強化 されたSSTの 勾配に 対応す る よ うに

SST偏 差 の 東 （西 ） で 東 （西） 向 きの 風 が 強化 され て い る。

3．3 ニ ュ
・一ギ ニ ア の 山脈 を平 らに す る 実験

　 ニ ュ
ーギニ ア の 山岳地 形 （図 1）の 影 響 を見 る た め に、ニ

ュ
ーギ ニ ア の 地形 を平 らに し、高度を0に す る 実 験

（
“
FLAT

”

）を行 っ た。湧 昇の お こ る ニ ュ
ーギ ニ ア 沿岸で

は 北西風が 弱ま る 傾向が見 られ た 。
140度の 子 午面 （図 3）

で CTLとFLATの 差をみ る と、山脈 が存在す る こ とで 、そ の

北 面 で 上 昇 流 が 生 じ る こ と に と もな う子 午面 循 環 が 強 化

され 、海 面 近 くで は 、CTLの ほ うがFLAT に 比 べ て 西 風 が ニ

ュ
ー

ギ ニ ア 沿岸 沿 い に 赤道か ら寄 る形で 強化 され て い た。
ま た 上昇流 に 伴い 、CTLの ほ うがFLATよ りもニ ュ

ー
ギ ニ ア

の 山脈の 北で 降水が強化され て い た （図略｝。
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図 2； COLD とCNrL の 差。ベ ク トル は IOOOhPa風速（m ！s）。陰影 は

2 っ の 実験の SST（
DC

）の 差で 陰影は 負．
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図 3 ： CNT［．と FLAT の 差の 140°E に お ける 緯度鉛直断面。ベ ク トル

は 子午 面循環 （水9−　m ／s。鉛 直 Pa〆s で 強調の た め鉛直成分は 5 倍 し

て い る。）。コ ン タ ーは 東西風 速差 （m ／s ）で 、灰 色は 正 。黒 は 山岳地

形。
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